
事業者ヒアリング-結果概要 

 

事業者名 事業概要 道の駅計画への意見 

㈱十万石ふくさや 和菓子・洋菓子・パンの製造販売 

・文化産業の拠点としてほしい。 

・女性客向けで、例えば足袋をテーマにカワイイイメージにしてはどうか。 

・足袋蔵を移築できると良い。 

㈱吉野製麺 

業務用生パスタ、生麺の製麺（う

どんやそば、生パスタや乾麺な

ど）。飲食店や学校給食などにも

対応。 

・県北の情報の発信拠点にしてほしい。 

・県北の道の駅のネットワーク化（まとめてコーナー化など）。 

・商品卸は可能、飲食店を出すことも可能性がある。 

行田ゼリーフライ

本舗 たかお 

フライ・ゼリーフライ、カレー・

蕎麦等の提供。 

青大豆のゼリーフライ、行田小麦

粉のうどんも提供。 

・森や公園にしてしまう等、驚くようなものにしたい。 

・テーマとしている「健康」もいいが、子供が遊べる場所にすれば、お金を使う祖父母等も集まるのでは

ないか。 

・道の駅へ出店可能。テイクアウト売場としては、４～５坪。 

㈱はせがわ農園 
梨・米・行田在来青大豆の生産 

及び販売。また、関連商品の販売。 

・できるだけ、多くの人が関われると良い。 

・１次加工や２次加工の場所、設備機材が市内に無いので、道の駅内に加工場ができると良い。 

・道の駅で各種フルーツの提供が考えられる。フルーツ農園でリレー形式で栽培するのであれば、提案は

可能。 

ベリーズファー

ム・ハセガワ 

いちごの生産及び販売。 

バリアフリーのいちご狩り体験 

・アグリファームを作るのであれば、そこで体験や指導をすることは可能。 

・いちごデザートショップなどの出店や卸は可能。 

ＮＰＯ法人魅力創

造倶楽部 

地域の活性化に関する事業 

魅力発掘と発信事業 

起業家の育成と支援事業 

高齢者の支援事業 

地域商品等の開発に関する事業 

              等 

・現在、市民が市内で買い物をしていないので、市民を集める場所にしてはどうか。 

・現状の「通過の街」を逆手に、北関東の日帰り観光の立ち寄り拠点にしてはどうか。１２５号を通るト

ラック運転手の立ち寄り＆休憩所など。 

・市民を対象にした、１坪ショップ的なミニショップの集積が良い。風が強いので、建物としては、一棟

の中に小路をつくるイメージなど。 

・総合公園（運動公園）と連携して、子供の遊び場などを作れるといい。 

 

資料４ 



事業者名 事業概要 道の駅計画への意見 

北埼菌茸 

センター 
生椎茸、干し椎茸の生産及び販売 

・CCRC のために、宿泊施設などを安価なコンテナハウスで作るのはどうか。 

・屋外に BBQ はどうか。その場合の素材（茸）提供は可能。 

・菌床キットを作って土産品として販売することは可能。 

シャロン洋菓子店 

ケーキ、パンの製造販売。 

行田在来青大豆使用のラスク、 

同枝豆使用のパンやケーキも販

売。 

・美味しいものを置いてもらいたい。 

・建物を行田らしい特徴にしてはどうか（城下町風、蔵の町風など）。 

・テーマに合わせた商品開発は可能。 

・ラスクやクッキーなど賞味期限２ヶ月のものの卸は可能。 

いまむら養魚場 ホンモロコの生産及び販売 

・『田んぼ』をテーマに、体験型施設（つり堀等）にしてはどうか。 

（ホンモロコ、なまず、金魚、雷魚など） 

・果樹園にし、オーナー制度にすることも考えられる。 

・行田らしくて他に無い道の駅（施設も内容も）にしたい。 

・例えば忍城を模すとか、「行田」の発信を。 

・食堂での｢川魚｣提供は可能（ホンモロコ、どじょう、なまずなど）。 

行田観光物産会 

地元農産物を使った商品開発（行

田独自のお土産）・観光ガイドマ

ップ作成・農商工連携事業等 

・行田にしかないテーマを見つけたい。掘り出し観光地、小さな城下町など。 

 


